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光メタサーフェスは，サブ波長の間隔で基板上に配置された多数のナノ構造から構成される人

工表面である．各ナノ構造を適切な設計手法に基づいてデザインし基板上に並べることで，入射

した光の波面や偏光状態，波長分散などを多様な自由度で操ることができる．特に近年では，光

損失が極めて少ない誘電体ナノ構造・共振器を用いた光メタサーフェス（誘電体メタサーフェス）

の開拓が非常に活発であり[1]，表面構造のみからなる色消しレンズ[2]やフルストークス偏光ビー

ムスプリッタ[3]，開口数 0.99レンズ[4]など，従来では困難であった機能や性能をもつ光学素子が

相次いで実現されている．さらに，上記のような特異な機能をもつメタサーフェス素子を光学シ

ステムに組み込み，システムの抜本的な小型化や高機能化を図る試みが盛んになっており，一部

実用化に向けた動きも始まっている．このような進展の中，我々は誘電体メタサーフェスのイメ

ージングシステムへの適用を検討しており（Fig. 1），これまでに誘電体メタサーフェスによるイ

メージセンサ高感度化を世界で初めて実証している他[5–7]，偏光カメラやスペクトルカメラとい

った多次元イメージングシステムの高感度化・高機能化・小型化を実証してきた[8,9]．本講演で

は，これら誘電体メタサーフェスとそのイメージング応用について我々の研究を中心に紹介する． 

 
Fig. 1. Advanced imaging based on metasurface optics. 
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